
地学科ご担当先生
 令和元年 12月
 数研出版株式会社

令和元年度用高等学校教科書「地学基礎／地基 304」訂正のお願い

　常日頃は弊社書籍をお使いいただき，厚く御礼申し上げます。
　さて，現在ご指導いただいております標記教科書におきまして，下記の訂正を行いました。誠に恐れ入りますが，
この訂正に関しまして，生徒の皆様にご周知いただきますようお願い申し上げます。
　なお，この訂正内容は，令和 2年度供給の教科書では修正済みでございます。
　教科用図書検定規則に基づき訂正をお知らせするとともに，ご迷惑をおかけいたしますこと，書面をもちまして，
深くお詫び申し上げます。

訂正箇所 原文 訂正文頁 行
55

113

166

図 A

表 1

図 27 （図キャプション）

記述の更新等に関するお知らせ

　p.17表 1の土星の衛星の数につきまして，文部科学省に更新の申請を行い承認されましたので，令和 2年度供給
の教科書より，「65」から「82」に更新いたします。

2  火成岩

鉱物Ａ
　マグマが冷却して固化すると 火

か

成
せい

岩
がん

 となる。
火成岩はおもに 鉱

こう

物
ぶつ

 によって構成される。
　鉱物は，原子が規則正しく配列した結晶からなる。岩石を形づくる鉱
物を 造

ぞう

岩
がん

鉱
こう

物
ぶつ

 とよぶ。主要な造岩鉱物には，かんらん石，輝
き

石
せき

，角
かく

閃
せん

石
せき

，黒
くろ

雲
うん

母
も

，長
ちょう

石
せき

，石
せき

英
えい

などがある。大部分の造岩鉱物は，ケイ素（Si）
や酸素（O）を主成分としてこれに他の元素が加わった化合物で， ケイ酸

さん

塩
えん

鉱
こう

物
ぶつ

 という。

ケイ酸塩鉱物の
構造Ｂ

　ケイ酸塩鉱物は，1個の
ケイ素が 4つの酸素に囲ま

れた SiO4四
し

面
めん

体
たい

 が基本となっている。SiO4四
面体は隣りあう酸素を共有して連結し，ケイ酸塩
鉱物の骨格を形づくる。ケイ酸塩鉱物では，骨格
となる SiO4四面体あるいは SiO4四面体の複合体
の間を埋めるように，鉄（Fe），マグネシウム
（Mg），カルシウム（Ca），ナトリウム（Na），カリ
ウム（K）などの陽イオンが配置されている。

●▶ p.56表 1

●▶脚注❶

●▶図 18

発 展

Si

O

054-SiO4四面体.ai
●⬆ 図 18　SiO4四面体
酸素を頂点とした４つ
の三角形の面からなる。
ケイ素は，四面体の中
心に位置する。

かんらん石の固溶体

　かんらん石では，独立した SiO4四面体
の間に，鉄とマグネシウムが 0～ 100％ま
で自由な割合で配置されている（脚注❷）。
こうした状態は，溶液の溶

よう

媒
ばい

中に自由な割
合で溶

よう

質
しつ

が溶けこむようすと似ているので，
固体の溶液，すなわち 固

こ

溶
よう

体
たい

 とよばれる。
　ケイ酸塩鉱物の多くはこうした固溶体か
らなる。

055-かんらん石の構造 .ai

マグネシウムの
陽イオン（Mg2＋）

鉄の
陽イオン（Fe2＋）

❶ 石英（ケイ酸）は厳密にはケイ酸塩鉱物ではないが，これに含めることが多い。
❷ 宝石のペリドットは，マグネシウムを多く含むかんらん石である。

●⬆図Ａ　かんらん石の構造　か
んらん石はマグネシウム（Mg2＋）
を多く含むと緑色（写真）に，鉄
（Fe2＋）を多く含むと茶色になる。

かんらん石
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②運搬と堆積　侵食や風化によって，岩
石は礫

れき

，砂，泥となる。礫，砂，泥は，
粒子の大きさで区分され，総称して 砕

さい

屑
せつ

粒
りゅうし

子 という。
　砕屑粒子は，流水や風によって 運

うん

搬
ぱん

 

される。流水や風によって運ばれた砕屑
粒子は，次第に低い所へ移動し，流水の
流れや風が弱まったり，止まったりした
ときに堆

たい

積
せき

する。

●▶表１

●▶図 4

●⬆図 4　砕屑粒子の移動と堆積する場所　遠近感を出すため，海底の地形は縦方向に誇張
してある。

名　称 粒　径

巨　礫 256mm以上
大　礫 64～ 256mm

中　礫 4～ 64mm

細　礫 2～ 4mm

砂 1 －－ 16 ～ 2mm

泥
シルト 1 －－ 256 ～

1 －－ 16 mm

粘土 1 －－ 256 mm以下

●⬇表１　粒子の大きさによる砕屑
粒子の分類

火山
山地

丘陵

平野

扇状地

蛇行河川

三角州

海底谷 大陸斜面

深海扇状地 深海底

大陸棚

海浜

砂丘
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火山噴火対策Ｄ
　地震の場合と異なり，火山噴火には前

ぜん

兆
ちょう

現象が
あり，多くの場合，噴火の数か月から数時間前に，

火山性地震が発生し，噴火に向けてその発生回数が増えていく。その他
の前兆現象としては，地下の電気抵抗や地磁気，火山ガス組成が変化し
たり，地下水の温度が上昇したりする。
　2000年 3月 31日午後 1時 7分に起こった有珠山の噴火は，断層や火
山性地震の分析から予知された。噴火の 2日前に気象庁から出された緊
急火山情報を受けて，危険地域の住民 1万人余りが避難した。適切に避
難がなされ最小限の被害で済んだ要因としては，火山災害のハザード
マップの作成や災害教育が行われていたことがあげられる。
●▶図 27

●⬆図 27　富士山防災マップ　溶岩流，噴石，火災流などの影響が及ぶ可能性が高い範囲を示
している。
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